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本年もよろしく

            お願いいたします

　
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新

年
に
あ
た
り
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
最
前
線

で
対
応
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、

各
職
場
で
も
感
染
症
対
策
を
し
な
が
ら
業
務
を
工
夫
し
進

め
て
い
る
皆
さ
ん
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
多
く

の
流
れ
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
で
し
た
。
業
務
で

は
会
議
や
研
修
が
制
限
さ
れ
、
必
要
な
情
報
や
知
識
の
取

得
が
不
十
分
な
た
め
、
進
捗
に
影
響
が
出
た
り
、
結
果
が

十
分
で
は
な
か
っ
た
り
な
ど
、
様
々
な
影
響
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
県
職
労
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
賃
金
面
で
は
人
勧
が
遅

れ
、
闘
争
期
間
が
短
期
間
と
な
っ
た
た
め
、
十
分
な
取
組

み
と
な
ら
ず
、学
習
の
機
会
も
十
分
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
果
と
し
て
、
賃
金
水
準
は
維
持
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
出

来
た
も
の
の
、
継
続
課
題
の
手
当
や
休
暇
等
の
改
善
に
つ

い
て
は
据
置
く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
今
回
の
取
組
み
か
ら
、
感
染
リ
ス
ク
の

高
い
取
組
み
は
自
粛
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
必
要
な

取
組
み
は
工
夫
し
て
取
り
組
み
、
前
進
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
も
確
認
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

　
加
え
て
、
職
場
を
改
善
す
る
た
め
に
、
多
く
の
仲
間
が

県
職
労
に
結
集
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
昨
年
、
当
局
は
感
染
症
予
防
と
し
て
、
一
方
的
に
労
働

条
件
変
更
を
通
知
し
ま
し
た
。
全
国
的
な
情
勢
も
あ
り
、

必
要
や
む
を
得
な
い
側
面
は
あ
り
ま
す
が
、
逆
に
職
場
に

混
乱
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。「
お
か
し
い
こ

と
は
お
か
し
い
」
と
声
を
上
げ
な
け
れ
ば
、
一
層
の
混
乱

が
生
じ
、
そ
れ
で
苦
労
す
る
の
は
職
場
で
働
く
私
た
ち
労

働
者
で
す
。
声
を
大
き
く
す
る
た
め
に
は
多
く
の
仲
間
が

働
き
方
に
こ
だ
わ
り
、
話
し
合
い
、
確
認
し
あ
う
こ
と
が

必
要
で
す
。
さ
ら
に
多
く
の
仲
間
の
声
を
集
め
る
た
め
、

県
職
労
へ
の
加
入
を
勝
ち
取
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
距
離
を
と
り
つ
つ
も
、
仲
間
と
結
束
し
、
一
つ
一
つ
前

進
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
厳
し
い
状
況
は
続
き

ま
す
が
、
み
ん
な
で
一
つ
一
つ
乗
り
越
え
る
年
に
し
て
い

く
決
意
を
申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。
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2021年

― 大変な中でも 働き方はこだわろう ―

仲間の結束で 禍を乗り越える年に仲間の結束で 禍を乗り越える年に



　

岩
手
県
福
祉
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
は
、
４
月
１
日
時
点
で
職

員
１
５
８
人
（
う
ち
74
人
が
正

職
員
）、
児
童
女
性
部
と
障
が

い
保
健
福
祉
部
の
２
部
体
制
で

構
成
さ
れ
、
児
童
女
性
部
で
は

児
童
に
関
す
る
相
談
及
び
女
性

に
関
す
る
相
談
、
障
が
い
保
健

福
祉
部
（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）
で
は
身
体
障
が
い
・
知

的
が
い
に
関
す
る
相
談
及
び
心

の
健
康
・
精
神
障
が
い
に
関
す

る
相
談
に
対
応
し
た
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
つ
い
て

で
す
が
、
児
童
女
性
部
の
う
ち

児
童
相
談
第
一
課
で
は
児
童
虐

待
を
、
児
童
相
談
第
二
課
で
は
、

児
童
養
護
、
障
が
い
、
非
行
、

育
成
相
談
等
の
相
談
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
女
性
相
談
課

で
は
里
親
委
託
や
施
設
入
所
措

置
、
女
性
支
援
、
一
時
保
護
等

に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

障
が
い
保
健
福
祉
部
で
は
身

体
・
知
的
障
が
い
担
当
で
は
補

装
具
や
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
等
に
係
る
相
談
業
務
、

精
神
障
が
い
担
当
で
は
、
障
が

い
者
の
社
会
復
帰
支
援
、
自
殺

予
防
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
等
に

関
す
る
相
談
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
出
先
機
関

と
し
て
は
20
歳
代
の
若
手
職
員

が
多
く
配
置
さ
れ
、
訪
れ
る
相

談
者
に
も
10
〜
20
歳
代
の
女

性
、
18
歳
未
満
の
児
童
も
多
い

こ
と
か
ら
若
々
し
い
職
場
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

業
務
の
性
格
上
、
研
修
や
講

習
会
等
を
開
催
す
る
た
め
休
日

出
勤
が
あ
っ
た
り
、
宿
直
・
日

直
が
あ
っ
て
家
で
ゆ
っ
く
り
休

め
な
い
な
ど
大
変
な
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
組
合
員
を
は
じ
め

職
員
間
で
助
け
合
っ
て
何
と
か

こ
な
し
て
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
年
度
当
初

か
ら
児
童
相
談
第
一
課
に
増
え

続
け
る
児
童
虐
待
相
談
に
対
応

す
る
た
め
児
童
福
祉
司
が
４

人
、
児
童
相
談
第
二
課
に
児
童

心
理
司
１
人
、
女
性
相
談
課
に

里
親
専
門
の
児
童
福
祉
司
１
人

と
主
事
１
人
増
員
で
配
置
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
多
忙
な

状
況
に
あ
る
た
め
、
今
後
も
正

規
職
員
の
増
員
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

激
増
す
る
相
談
・
正
規
職
員
の
増
員
を

若
々
し
い
職
場
で
日
々
連
携
し
て
業
務

岩
手
県
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
分
会

農
業
技
術
・
営
農
支
援
に
全
力

業
務
推
進
に
は
職
場
環
境
改
善
が
必
要

中
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
・
西
和
賀
普
及
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
分
会

整
備
士
育
成
に
指
導
員
の
増
員
を

岩
手
を
支
え
る
自
動
車
整
備
士
を
育
成

千
厩
高
等
技
術
専
門
校
分
会

　

中
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

西
和
賀
普
及
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
は
、

西
和
賀
町
を
管
轄
し
、
職
員
５

人
の
少
人
数
で
、
町
内
に
単
独

事
務
所
を
構
え
、
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

西
和
賀
町
は
、
奥
羽
山
脈
に

囲
ま
れ
た
盆
地
に
あ
り
、
冬
は

２
ｍ
以
上
の
積
雪
と
な
る
豪
雪

地
帯
で
、
ぶ
な
の
原
生
林
に
覆

わ
れ
た
豊
か
な
自
然
と
、
和
賀

川
の
豊
富
な
水
資
源
に
恵
ま
れ

た
地
域
で
す
。
湯
本
温
泉
、
湯

川
温
泉
、
巣
郷
温
泉
な
ど
豊
富

な
温
泉
に
も
恵
ま
れ
、
春
に
は

カ
タ
ク
リ
の
群
生
や
水
芭
蕉
、

秋
に
は
錦
秋
湖
で
、
県
内
屈
指

の
紅
葉
を
楽
し
め
る
な
ど
、
四

季
折
々
の
自
然
が
満
喫
で
き
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
自
然
豊
か
な
風

土
の
中
、
当
所
で
は
、
作
物
・

花
き
・
野
菜
・
地
域
特
産
作
物

（
わ
ら
び
等
）
の
生
産
性
向
上

の
た
め
の
技
術
支
援
や
、
新
規

就
農
者
の
確
保
・
育
成
、
集
落

営
農
組
織
・
生
産
組
織
の
営
農

支
援
な
ど
の
業
務
に
、
市
町
村

や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
日

々
、
ま
い
進
し
て
い
ま
す
。

　

西
和
賀
普
及
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

分
会
で
は
、
昨
年
、
長
年
の
念

願
だ
っ
た
、
ク
ー
ラ
ー
の
設
置

を
頂
き
ま
し
た
。
業
務
の
推
進

に
は
、
職
場
環
境
の
改
善
が
必

須
で
す
の
で
、
声
を
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

内
水
面
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

は
八
幡
平
市
に
単
独
の
事
務
所

を
構
え
、
職
員
６
人
、
任
用
職

員
３
人
の
計
９
人
で
、
現
在
は

主
に
サ
ク
ラ
マ
ス
の
種
苗
生
産

及
び
放
流
技
術
開
発
や
水
産
生

物
の
病
害
虫
防
除
、
マ
ス
類
の

養
殖
用
種
苗
生
産
に
関
す
る
試

験
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 　

サ
ク
ラ
マ
ス
に
つ
い
て
は
、

い
わ
て
県
民
計
画
に
お
い
て
２

０
２
２
年
ま
で
に
漁
業
関
係
者

の
協
力
に
よ
る
種
苗
放
流
体
制

の
確
立
を
目
標
の
一
つ
と
し
て

掲
げ
、
当
所
で
は
種
苗
生
産
技

術
開
発
の
た
め
、
50
万
尾
の
種

苗
を
生
産
す
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
お
り
、
２
０
２
０
年
春
に

こ
れ
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

水
産
生
物
の
病
害
虫
防
除
に

つ
い
て
は
、
魚
病
等
に
よ
る
漁

業
被
害
の
低
減
や
ま
ん
延
防
止
、

水
産
用
医
薬
品
の
適
正
使
用
に

よ
る
食
の
安
全
・
安
心
を
促
進

す
る
た
め
、
養
殖
漁
業
者
か
ら

の
魚
病
検
査
依
頼
へ
の
対
応
や
、

最
新
情
報
に
基
づ
い
た
水
産
用

医
薬
品
の
適
正
使
用
に
つ
い
て

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ケ
・
マ
ス
類
の
刺

身
需
要
の
増
加
や
ご
当
地
サ
ー

モ
ン
ブ
ー
ム
を
受
け
、
県
内
の

海
面
で
サ
ー
モ
ン
の
試
験
養
殖

も
始
ま
っ
て
お
り
、
産
地
優
位

性
の
あ
る
岩
手
オ
リ
ジ
ナ
ル
養

殖
用
種
苗
の
開
発
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

千
厩
高
等
技
術
専
門
校
は
、

職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ

き
職
業
に
必
要
な
専
門
知
識
と

技
能
の
習
得
、
雇
用
の
安
定
と

技
能
・
技
術
者
の
地
位
の
向
上

等
を
目
的
と
し
て
一
関
市
千
厩

町
に
設
置
さ

れ
て
い
る
県

立
職
業
能
力

開
発
施
設
で

す
。

　

当
校
は
、

二
級
自
動
車

整
備
士
養
成

施
設
と
し
て

自
動
車
シ
ス

テ
ム
科
（
２

年
課
程
）
を

設
置
し
、
基

礎
的
な
学
科
、

実
技
を
ベ
ー

ス
に
自
動
車
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や

整
備
技
術
の
習
得
を
通
じ
て
、

近
年
技
術
革
新
が
著
し
い
自
動

車
整
備
業
界
で
対
応
で
き
る
整

備
士
の
養
成
を
行
っ
て
お
り
、

県
内
外
で
多
く
の
修
了
生
が
自

動
車
整
備
士
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　

職
員
は
総
勢
10
人
の
小
規
模

な
公
所
で
あ
り
、
職
員
は
そ
れ

ぞ
れ
訓
練
指
導
、
学
生
募
集
、

施
設
管
理
な
ど
日
々
の
業
務
に

従
事
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
当
校
学
生
が
技
能
五

輪
全
国
大
会
（
自
動
車
工
部

門
）
に
２
年
連
続
で
出
場
す
る

な
ど
、
輝
か
し
い
成
果
を
挙
げ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
自
動
車
シ
ス
テ
ム
科

に
は
指
導
員
が
４
人
（
う
ち
会

計
年
度
任
用
職
員
が
２
人
）
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
職
員
は
多
忙
な
状
況
に
あ
る

た
め
、
正
規
職
員
の
増
員
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲千厩高等技術専門校分会の皆さん

▲中部農業改良普及センター・西和賀普及サブセンター分会の皆さん

▲岩手県福祉総合相談センター分会の皆さん

▲内水面水産技術センター分会の皆さん

▲岩手オリジナルの養殖用種苗開発に向けて日々の作業は続く

岩手オリジナル養殖用種苗開発へ
職員総出で水産研究の最前線で活躍

内水面水産技術センター分会
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県
職
労
に
は
数
多
く
の
分
会
が
あ
り
、
そ
の
規
模
も

職
種
も
様
々
で
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
は
、
第
一
線
で

日
々
仕
事
を
し
な
が
ら
、
職
場
環
境
の
改
善
を
求
め
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
盛
岡
支
部
「
岩
手
県
福
祉
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
分
会
」・「
内
水
面
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
分
会
」、
北

上
支
部
「
中
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
西
和
賀
サ
ブ

セ
ン
タ
ー
分
会
」、
一
関
支
部
「
千
厩
高
等
技
術
専
門
校

分
会
」
の
４
分
会
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
分
会

◇
中
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
・
西
和
賀
普
及
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
分
会

◇
内
水
面
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
分
会

◆
千
厩
高
等
技
術
専
門
校
分
会

職場紹介


